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10月5日  明日萌ウォーク

◎沼田厚生病院 損失助成　2億円 ・・・・・2ページ
◎ふるさとづくり基金 寄付が急増 ・・・・・・・2ページ
◎追跡　Ａコープ問題その後 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3ページ
◎ 一般質問 コンパクトタウン構想を問う ・・・・・・4～7ページ

主
な
内
容
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一
般
会
計
補
正
予
算

○  

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　

補
助
金

　

１
９
１
６
万
円

平成26年
第3回 定例会

9月17日

第
３
回
臨
時
会

6
月
27
日

　

９
月
17
日
に
平
成
26
年
の
第

３
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◎
26
年
度
補
正
予
算

　
　

平
成
26
年
度
予
算
に
、
２

億
７
２
９
１
万
円
を
追
加
し
、

総
額
43
億
４
７
１
２
万
円
と

し
ま
し
た
。

〈
主
な
内
容
〉

○
沼
田
厚
生
病
院
損
失
助
成

　

２
億
１
１
０
６
万
円

　

平
成
25
年
度
の
沼
田
厚
生
病

院
の
赤
字
額
は
２
億
円
を
超
え

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
は
診
療
所

と
な
っ
た
た
め
、
国
の
特
別
交

付
金
が
殆
ど
な
く
な
り
、
全
額

が
町
の
持
ち
出
し
と
な
り
ま
す
。

○
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
改
修
委
託
料

　

７
７
８
万
円

○
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
協
議
会　
負
担
金

　

８
７
５
万
円　

増
額

○
沼
田
町
農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト

エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
に
係
る
旧

中
学
校
跡
地
現
地
測
量
調
査

業
務
委
託
料　

　

２
３
６
万
円

　
○
沼
田
町
福
祉
住
宅
「
明
日
萌

荘
」
解
体
工
事

　

３
４
２
万
円

○
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入

委
託
料

　

１
６
９
万
円

○
乳
幼
児
定
期
・
任
意
予
防
接

種
委
託
料

　

5
6
万
円　

増
額

○
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
委
託
料

　

１
１
２
万
円

○
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料

　

２
９
０
万
円

○
道
営
住
宅
車
庫
天
井
修
繕
工

事
他

　

２
４
９
万
円

○
中
学
校
教
員
住
宅
解
体
工
事

　

２
０
９
万
円

○
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
指
定

寄
附
積
立
金

　

１
６
０
０
万
円
増
額

　

お
礼
商
品
の
グ
レ
ー
ド
を
ア

ッ
プ
し
た
効
果
も
あ
り
、
ふ
る

さ
と
づ
く
り
寄
付
が
急
増
し
て

い
ま
す
。
沼
田
町
に
と
っ
て
も

あ
り
が
た
い
、
う
れ
し
い
こ
と

で
す
。

　

な
ど
、
一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
歳
入
歳
出
の
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　

任
期
満
了
に
よ
り
、
青
木

健
治
氏
が
再
委
任
さ
れ
ま
し

た
。
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手話言語法（仮称）の制定を求める

　次年度の勧告については「給与制
度の総合的見直し」の廃止、公務労
働者の生活を守る観点から、勧告を
行うこと。
　寒冷地手当については拡充すること。

軽油引取税の課税免除措置の継続を求める

　3年間の延長措置が、平成27年3月末での適
用期限を迎える。索道業者、農林水産業者、
鉱物採掘業者などの経営が圧迫され、産業の
衰退を招くことが無いよう、軽油引取税の課
税免除措置を継続するよう要望する。

軽度外傷性脳損傷に関わる周知、及び　　
　　労災認定基準の改正などを要請する

　業務上の労災また通勤災害により、後遺障
害が残存した労働者を、労災の障害年金が受
給できるよう、基準を改定すること。
　軽度外傷性脳損傷について、医療機関をは
じめ国民、教育機関への啓発・周知を図るこ
と。

国民健康保険に対する国庫負担金の増額
を求める

　国民健康保険料が高いため、国保加入者の
生活を圧迫し、困難を極めている。苦しい財
政運営を余儀なくされている国民健康保険に
対する国庫負担を増額すべき。

議
決
さ
れ
た
意
見
書

鵜野議員のコメント
スーパーマーケットが無くなると、町としての機能が著しく低下します。
特に、高齢者の方が、買い物ができなくなり困ります。
議会としては、買い物ができるようにします。
商工会が一丸となって、ショッピングセンターが成立することを期待し、応援いたします。
ただし、ＪＡの店舗を継続させることも、町民を安心させる選択の一つだと思います。

シリーズ追跡⑨
平成26年6月 鵜野議員の一般質問

町民の買い物をどう確保するか

農業商工課の回答

　町民の生鮮食品など生活必需品の購入の場を将
来にわたり、守り継続すべきであると認識し、7月
31日に町・商工会・ＪＡ北いぶきの3者により「沼田町商業施設検討合意書」を発足いたしました。
　商工会内に「商店街中核施設検討委員会」を設置し、計画案の取りまとめを年内に策定する準備を進め
ています。
　9月11日には、商工会で会員を対象に説明会が開催されました。参加者からも、場所に関する質問など
が出されました。具体的な構想を取りまとめるために、経産省の補助事業「地域商業自立促進事業」を活
用する予定です。商店街のコアとなる複合施設の整備検討を行うために、町民満足度、ニーズ、消費動向、
町外への消費動向を分析する町民ニーズ調査を全戸対象に10月中に行い、沼田町においてショッピングセ
ンター成立の可否を検証するために、市場の調査や事業採算の調査などマーケティング調査も行います。
　その結果を踏まえ、商工会内において細部の協議を重ね、再度、商工会員への説明会などを行い、方向
性をまとめます。

問
答 新しい商業施設での対応を考えている
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災
訓
練
種
目
を
組
み
入
れ
ら
れ

な
い
か
。

　

例
え
ば
「
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
」

や
「
担
架
リ
レ
ー
」
な
ど
を
取

り
入
れ
、
賞
品
に
は
非
常
食
を

配
っ
て
、
防
災
意
識
の
動
機
づ

け
を
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
地

域
防
災
の
組
織
率
は

約
38
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

防
災
訓
練
参
加
者
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
講

習
を
含
め
て
も
1
0
0
人
程
度

で
す
。

　

さ
ら
に
、
各
コ
ミ
セ
ン
に
配

置
し
て
あ
る
発
電
機
の
点
検
は
、

質
問
通
告
が
あ
っ
て
か
ら
遅
れ

ば
せ
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

　

積
極
的
に
出
来
な
か
っ
た
こ

と
を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
体
育
祭
で
の
防
災
訓
練

種
目
に
つ
い
て
は
、
是
非
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

問　
８
月
４
日
の
水
害
は
昭

和
63
年
水
害
を
彷
彿
と
さ

せ
ま
し
た
。
26
年
ぶ
り
に
避
難

勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
大

事
に
は
至
ら
ず
安
堵
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
防
災
組
織
の

組
織
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

防
災
訓
練
の
参
加
者
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。

　

各
地
に
配
置
さ
れ
た
電
源
確

保
の
た
め
の
発
電
機
は
動
く
か
。

　

何
十
年
に
一
度
の
災
害
の
た

め
の
防
災
訓
練
は
な
か
な
か
本

気
に
な
れ
な
い
の
が
実
情
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
気
構
え

は
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
町
民
体
育
祭
で
防

全
天
候
型
ド
ー
ム
を
建
て
よ

思
い
は
解
る
が
困
難
で
す

問答

中村保夫
議員

思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

非
常
に
参
考

に
な
る
ア
イ
デ
ア
を
頂
い
た
の

で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
細

か
い
部
分
を
検
討
し
、
種
目
と

し
て
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま

す
。 生

沼
教
育
長

問　
雪
深
い
沼
田
町
に
冬
で

も
夏
で
も
町
民
が
集
い
、

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
が
出
来

る
全
天
候
型
ド
ー
ム
を
町
の
中

心
街
に
建
て
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

　

そ
れ
を
建
て
る
こ

と
に
よ
っ
て
町
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
盛
ん
に
な
り
、

ま
ち
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
思
う
。

　

場
所
は
沼
田
町
の

中
心
で
あ
る
沼
田
駅

の
北
中
通
り
、
も
し

く
は
駅
の
北
側
で
建

設
し
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。　

想
定
さ

れ
て
い
る

規
模
が
計
り
か
ね
ま

町
長
へ
の
一
般
質
問

町
民
体
育
祭
で 

　
防
災
訓
練
種
目
を
取
り
入
れ
よ

是
非
実
施
し
た
い

問答

上野敏夫
議員

隣町の体育施設

8月4日、洪水が東予地区を襲った

す
の
で
、
答
に
困
り
ま
す
。

　

町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
盛
ん
に
し
た
い
と
い
う
思

い
は
解
り
ま
す
。

　

し
か
し
、沼
田
町
で
は
医
療
・

介
護
施
設
の
整
備
こ
そ
が
喫
緊

の
課
題
で
し
て
、
何
十
億
円
も

か
か
る
よ
う
な
投
資
財
源
を
そ

ち
ら
に
振
り
向
け
る
の
は
困
難

で
す
。
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動
し
、
除
雪
と
の
連
携
を
行
う

か
。

２
．
町
長
は
『
雪
夏
祭
』
を
現

在
の
山
の
中
で
行
う
こ
と
を
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か

３
．
町
長
の
「
利
雪
」
の
思
想
、

決
意
、
政
策
、
町
内
外
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
、『
雪
夏
祭
』
と
の
関
わ

り
を
ど
う
す
る
か
。

　

雪
山
セ
ン
タ
ー
は

今
の
場
所
が
ベ
ス
ト

だ
。
も
し
街
の
中
で
行
う
の
で

問　
町
民
の
知
恵
と
汗
を
、

役
場
が
ど
う
効
果
的
に
生

か
す
か
、
を
問
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

『
雪
夏
祭
』
は
魅
力
的
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
が
、
会
場
が
五
ヶ

山
の
山
の
中
の
、
行
政
の
施
設

「
雪
山
セ
ン
タ
ー
」
を
使
う
こ

と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、

１
．
沼
田
町
民
が
、
気
軽
に
参

加
や
見
学
が
で
き
な
い
。

２
．
町
外
か
ら
来
た
観
光
客
が
、

沼
田
町
内
の
飲
食
店
や
お
土
産

を
利
用
し
に
く
い
。

な
ど
の
不
都
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
８
月
に
行
っ

た
沼
田
中
学
校
の
全
校
生
徒
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
浮
か

び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
誰

も
が
感
じ
る
疑
問
が
何
年
も
解

決
さ
れ
て
い
な
い
理
由
に
、
雪

山
セ
ン
タ
ー
の
所
有
者
が
役
場

で
あ
る
こ
と
が
議
論
の
ハ
ー
ド

ル
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
次
の
質
問
を
い
た
し

ま
す
。

１
．『
雪
夏
祭
』の
準
備
と
し
て
、

雪
山
セ
ン
タ
ー
を
街
の
中
へ
移

問　
今
年
も
７
月
20
日
に

『
雪
夏
祭
』
が
雪
山
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

内
外
の
方
々
、
と
く
に
若
い
人

な
さ
ん
と
、
職
種
を
超
え
た
若

者
の
集
ま
り
「
ゆ
き
も
の
が
か

り
」
が
中
心
と
な
り
運
営
し
て

い
ま
す
。
そ
の
活
動
を
、
よ
り

多
く
の
町
内
外
の
方
々
に
観
て

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
街
の
中

で
開
催
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
『
雪
夏
祭
』
の
み
の
開

催
で
は
な
く
、
夏
の
間
の
「
雪

の
公
園
」、
農
産
物
の
「
雪
中

貯
蔵
施
設
」
と
し
て
利
用
で
き

な
い
か
。

　

財
源
、
環
境
、
管
理
と
課
題

は
多
い
よ
う
で
す
が
、
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

「
街
の
中
」、
あ

る
い
は
「
現
状
の
雪

山
セ
ン
タ
ー
」
で
の
実
施
。
そ

れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
課
題
も
あ
る
の

で
行
政
も
、
き
ち
ん
と
整
理
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
２
人
の
議
員
が
「
街
の

中
へ
」
と
質
問
し
た
の
で
す
か

ら
、
町
全
体
の
活
性
化
や
、
観

光
と
地
域
振
興
、
財
源
も
含
め

て
関
係
者
で
議
論
し
、
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

雪
利
用
の
可
能
性
は
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
町
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
雪
夏
祭
』は
山
の
中
で
は
な
く
て
、

街
の
中
で
行
う
べ
き
だ
が

別
の
雪
山
を
、街
の
中
に
作
れ
ば
い
い

問答

▲９月５日、「ゆきものが
かり」の会議で、様々な
意見を交換。

真
夏
の
イ
ベ
ン
ト『
雪
夏
祭
』を
街
な
か
で

町
全
体
の
活
性
化
も
含
め
議
論
す
る

問答

た
ち
の
参
加
が
多
く
、
盛
況
で

し
た
。「
利
雪
」
の
町
、
沼
田

町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
う
え
で
、

す
ば
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

『
雪
夏
祭
』
は
、
当
初
は
Ｊ

Ｒ
沼
田
駅
前
の
ト
ム
ト
ム
広
場

で
２
日
間
の
開
催
で
し
た
。
し

か
し
最
近
は
１
日
の
み
で
、
場

所
も
雪
山
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

『
雪
夏
祭
』
は
商
工
会
の
み

　沼田町で夏に行われる、雪山を使ったス
キー、スノーボードや雪合戦のイベント。

『雪
せっ

 夏
か

 祭
さい

』

久保元宏
議員

長  原   誠
議員

あ
れ
ば
、
別
の
雪
山
を
作
れ
ば

い
い
。

　

こ
れ
ら
は
来
年
度
の
予
算
編

成
に
関
わ
る
の
で
、
関
係
者
と

の
議
論
で
意
見
を
述
べ
、
そ
こ

で
方
向
を
出
す
。

　

ま
た
、「
雪
氷
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

の
取
り
組
み
は
色
い
ろ
な
形
で

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
。

◎沼田中学校『雪夏祭』
観光協会アンケート
・全校生徒78人、
　回収　75人＝96％
・行ったことがある＝
　48人、ない＝27人
・「ない」理由＝
　「場所が遠い」 52％
　「知らなかった」 22％
・場所は、どこがいいか？
A.五ヶ山（現状）　　

７人　　９％
B.緑町　キョウコンあと地

５人　　７％
C.高穂スキー場

８人  　11％
D.町民会館の裏

６人　　８％
E.旧・沼田中学校あと地

39人　52％
▲ＤとＥの合計＝60％

▲８月７日、町内の４カ所の
『雪夏祭』候補地を調査。
ここは、ゲートボール場。
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現
状
は
、
経
営
規
模
面
積
が

大
き
く
な
る
方
向
で
す
。

　

高
齢
化
す
る
農
業
、
後
継
者

の
い
な
い
農
業
、
経
営
面
積
が

大
き
く
な
る
農
業
を
考
え
る
と
、

労
働
力
の
確
保
が
最
重
要
課
題

と
考
え
ま
す
。

　

今
後
（
来
年
度
に
向
け
て
）

は
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
考
え

て
い
る
の
か
。

　

65
歳
以
上
で
後
継

者
の
い
な
い
方
が
50

戸
で
1
0
0
0
ha
あ
り
ま
す
。

生
産
調
整
が
５
年
後
を
め
ど
に

廃
止
に
な
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
業
総
合
対
策
室

を
設
置
し
て
、
将
来
の
農
業
ビ

ジ
ョ
ン
の
在
り
方
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
や
農
業
者
と
協
議
し
て
早
い

期
間
に
方
向
性
を
出
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
、
農
業
所
得
の
確
保
、

配
偶
者
対
策
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
る
と
思

問　
町
長
は
４
年
前
の
、
公

約
の
中
で
「
希
望
の
持
て

る
農
業
政
策
の
確
立
」
を
町
民

に
約
束
を
し
て
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

後
継
者
の
減
少
、
高
齢
化
、
経

営
戸
数
の
減
少
と
一
次
産
業
を

基
幹
産
業
と
す
る
本
町
に
お
い

て
町
の
衰
退
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
３
年
半
の
中
で
、
ど
の

様
な
政
策
の
取
り
組
み
を
進
め

て
き
た
の
か
。

　

今
後
の
農
業
経
営
を
考
え
る

と
、
空
知
で
も
平
均
で
70 

ha
の

面
積
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
面
積
が
経
営
可
能
な
面
積
な

の
か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
政

策
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

問　
高
齢
者
世
帯
の
除
雪
費

の
助
成
対
象
世
帯
に
つ
い

て
、
色
々
な
条
件
が
有
り
ま
す

が
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る

が
子
ど
も
の
扶
養

に
な
っ
て
い
な
い

高
齢
者
世
帯
は
助

成
の
対
象
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

現
状
を
見
て
、

あ
る
程
度
の
援
助

を
し
て
あ
げ
ら
れ

な
い
か
。　

こ
の

問
題
に

つ
い
て
は
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
ど
う

い
う
制
度
で
、
ど

う
い
う
風
に
や
れ

公
約
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
の
か

農
業
所
得
の
確
保・配
偶
者
対
策
を
取
り
組
む

問答

柔
軟
な
、除
雪
費
の
助
成
が
で
き
な
い
か

負
担
の
軽
減
を
は
か
り
た
い

問答

い
ま
す
の
で
、
解
決
し
て
沼
田

農
業
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ば
良
い
の
か
、
基
準
も
難
し
い

の
で
個
々
の
家
庭
の
状
況
が
あ

り
ま
す
の
で
、
判
断
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
対
応

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
高
齢
者
の
負
担
の

軽
減
に
な
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

絵内勝巳
議員

鵜野範之
議員

住みたくなる町づくりに除雪費助成は必須

4年連続の豊作だが、価格下落など懸念も多い
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コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
は

住
民
不
在
の
構
想
で
は
な
い
か

介
護
、医
療
、福
祉
を
基
本
に
取
り
組
み
た
い

問答

金
平
町
政
の
４
年
間
の
成
果
は
何
か

現
時
点
で
の
評
価
は
、時
期
尚
早
で
す

問答

渡邊敏昭
議員

高田　勲
議員

問　
沼
田
町
農
村
型
コ
ン
パ

ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
は
、

４
月
の
検
討
業
務
委
託
に
続
き
、

７
月
に
も
ス
タ
ジ
オ
Ｌ
と
の
構

想
検
討
業
務
の
委
託
契
約
を
し

た
が
４
月
の
成
果
に
基
づ
い
た

契
約
な
の
か
、
そ
の
構
想
は
い

つ
議
会
に
報
告
す
る
の
か
。

　

こ
の
構
想
の
、「
農
村
型
」・

「
コ
ン
パ
ク
ト
」・「
エ
コ
タ
ウ

ン
」
と
は
何
を
目
途
と
し
て
い

る
の
か
。

　

ス
タ
ジ
オ
Ｌ
に
構
想
規
模
と

予
算
を
い
く
ら
と
伝
え
て
い
る

の
か
。

　

構
想
の
実
現
に
は
か
な
り
の

年
数
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
改
築
と
、

町
内
で
の
生
鮮
３
品
を
扱
う
商

店
の
問
題
は
、
１
〜
２
年
で
の

解
決
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

以
上
の
事
を
総
合
的
に
み
て
、

こ
の
農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ

タ
ウ
ン
構
想
は
町
民
不
在
の
構

想
に
見
え
る
が
、
こ
の
点
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
、
町
長
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

　

４
月
の
業
務
委
託

は
昨
年
実
施
の
事

業
、構
想
を
受
け
４
月
か
ら「
こ

れ
か
ら
塾
」
と
し
て
講
師
を
招

い
た
り
、
準
備
、
勉
強
会
を
開

き
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は
内
閣

府
の
補
助
事
業
の
内
示
が
あ
り
、

２
つ
に
分
け
て
業
務
を
発
注
し

て
い
る
所
で
す
。
議
会
へ
の
説

明
は
９
月
と
、
業
務
完
了
時
点

で
の
報
告
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

構
想
は
、
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
に
、
国
の
補
助
金
制

度
を
活
用
で
き
る
内
容
と
し
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
に「
農
村
型
」、「
コ

ン
パ
ク
ト
」「
エ
コ
」
を
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
今
回
、
内

閣
府
の
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
の

問　
町
長
就
任
早
々
、
第
５

次
総
合
計
画
を
策
定
し
、

計
画
に
沿
っ
て
町
政
を
執
行
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
基
本

目
標
の
中
で
、「
活
気
あ
る
町

づ
く
り
の
追
及
」
は
進
捗
状
況

が
思
わ
し
く
な
か
っ
た
と
思
う

が
、
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
関
し
て
、
近

年
、
転
出
に
よ
る
人
口
減
少
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
が
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　

重
点
戦
略
と
位
置
付
け
た

「
沼
田
21
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
作

戦
」
の
地
域
資
源
活
用
に
関
す

る
具
体
的
施
策
が
見
え
な
い
が
、

未
実
施
な
の
か
聞
き
た
い
。

　

金
平
町
政
は
、
任
期
を
半
年

残
し
て
い
る
が
、
年
度
内
の
仕

事
は
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
中
で

自
己
評
価
を
し
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
感
想
を
持
っ
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
１
期
４
年
間
に
お
け

る
町
民
に
誇
れ
る
政
治
成
果
は

何
か
、
町
長
の
思
い
を
聞
き
た

い
。

　

人
口
減
少
の
問
題

は
全
国
的
な
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
、
住
宅
の
整
備

も
こ
こ
10
年
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
し
、
住
宅
政
策
が
遅
れ
て
い

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
っ

一
つ
と
し
て
選
ば
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

構
想
規
模
、予
算
額
で
す
が
、

委
託
業
者
に
は
伝
え
て
い
ま
せ

ん
。

　

病
院
の
問
題
、
商
店
の
問
題

は
緊
急
課
題
で
す
。
私
も
早
く

解
決
す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
構
想
の
基
本
の
考
え
は
、

昨
年
の
春
に
説
明
し
た
、介
護
、

医
療
、
福
祉
の
一
体
的
な
整
備

を
す
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
な

今
後
の
在
り
か
た
な
ど
、
充
分

に
論
議
し
て
い
き
た
い
。

て
い
ま
す
。

　

住
宅
問
題
も
含
め
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
作

る
事
が
一
番
先
決
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
規
就
農
の
受
入
れ
、
企
業

誘
致
は
今
、
積
極
的
に
進
め
て

い
て
、
何
社
か
問
い
合
わ
せ
が

来
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
年
の
春
に
完
成
し
た
農
産

加
工
場
も
、
名
古
屋
の
「
コ
ー

ミ
」
と
の
提
携
に
よ
り
、
新
た

な
販
路
の
拡
大
に
も
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
観
光
協
会
を
町
か

ら
独
立
さ
せ
て
、
特
産
品
の
Ｐ

Ｒ
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
移
住
定
住
の

Ｐ
Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
沼

田
町
農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ

タ
ウ
ン
構
想
」
の
概
要
を
示
さ

な
い
限
り
は
、
ま
だ
評
価
は
出

来
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。答弁する金平町長
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教
育
長
へ
の
一
般
質
問

今回の定例議会の傍聴者は、42名でした。
みなさまの傍聴を待っています。 

　初めての傍聴ですが興味深く拝見させて頂きました。
　ただ質問するだけでなく、さまざまなアイデアや提案
も出されており、前向きに討論が行われていることがわ
かりました。また、現在のことだけでなく将来のことも
見据えながら討論していることもわかりました。
　限られた予算・時間・人員のなかで、さまざまなこと
を考えなければならない難しさはありますが、前向きに
がんばっている答に共感がもてました。 47歳男性

　意外と固くなく自由な感じだった。タブレット授業はや
めた方がいいと思う（コミュニケーション能力が低下する
と思うから）。
　勝手に話しすぎだと思う。余談が多い。少し面白かった。
 14歳男性

　質問をする議員の発音が明確でないので発
声方法を再度検討願いたい。
　答弁も発声を考えてほしい。 80歳男性

傍聴席の生の声

傍聴席の生の声

傍聴席の生の声

タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
の
現
状
は

有
効
に
活
用
し
て
い
る

問答

学
制
見
直
し
を
考
え
て
は
ど
う
か

一貫
教
育
の
延
長
線
上
で
考
え
ま
す

問答

渡
辺
敏
昭
議
員

問　
今
回
小
学
校
へ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
30
台
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
授
業
の
中
で

ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
を
改
め
て
聞
き
た
い
。

　

教
員
個
々
の
得
手
、
不
得
手

が
あ
り
、
た
だ
で
さ
え
時
間
が

足
り
な
い
と
い
う
状
況
の
中
で
、

授
業
に
使
用
す
る
ソ
フ
ト
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
教
員
の
研
修
体
制
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
授
業
は
生
徒
自
身
が

考
え
る
思
考
力
を
弱
め
、
一
時

的
に
は
覚
え
た
よ
う
に
は
な
る

が
、
授
業
に
対
す
る
理
解
力
が

下
が
る
と
い
う
風
に
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

教
育
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
。

　
　
　
　
　
　
　

沼
田
町
の
授

業
の
電
子
化
は
今
年
を
以
っ
て

大
体
整
い
ま
し
た
。
教
員
の
努

力
も
あ
り
、
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

生
沼
教
育
長

　

こ
れ
ら
の
機
器
を
活
用
す
る

か
否
か
は
す
べ
て
教
員
の
力
量

に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
沼
田
町

で
は
直
近
3
年
間
で
20
回
ほ
ど

の
視
察
や
研
修
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
資
質
を
上
げ
て
き
て
い

ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
あ
く
ま
で
も

授
業
の
効
果
を
高
め
る
た
め
の

補
強
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
道
具
で

す
。
ど
ん
な
道
具
で
あ
っ
て
も

教
育
の
プ
ロ
で
あ
る
先
生
方
を

超
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

で
、
頻
繁
に
こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
使
っ
た
学
校
と
、
全
く
使
わ

な
か
っ
た
学
校
を
比
較
し
て
み

た
時
に
、
明
ら
か
に
使
っ
た
学

校
の
方
が
良
い
結
果
が
出
て
い

る
そ
う
で
す
。

中
村
保
夫
議
員

問　
全
国
学
力
試
験
の
結
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ

れ
は
発
表
す
る
の
か
。

　

小
中
一
貫
教
育
を
さ
ら
に
一

歩
す
す
め
、
安
倍
政
権
の
い
う

教
育
改
革
を
先
取
り
し
て
６
・

３
制
の
見
直
し
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

全
国
学
力
試

験
の
結
果
は
な
ん
ら
か
の
形
で

町
民
に
公
表
し
ま
す
。
そ
の
中

で
、検
証
・
対
策
を
考
え
ま
す
。

　

学
制
に
つ
い
て
は
、先
に
５
・

２
・
２
と
か
４
・
３
・
２
と
か

の
形
を
作
る
の
で
は
な
く
、
現

在
の
一
貫
教
育
の
経
過
の
中
か

ら
沼
田
に
一
番
良
い
方
向
を
模

索
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

校
舎
や

教
育
の
電
子
化
な
ど
の
環
境
整

備
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
中
身

は
こ
れ
か
ら
で
す
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
、「
子
供
が

幸
せ
に
学
べ
る
」
環
境
を
保
護

者
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
沼
教
育
長

日
暮
教
育
委
員
長

タブレットを使って学習する小学生
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北
空
知
議
会
議
長
会
主
催
の

中
央
要
望
に
沼
田
町
議
会
か
ら

絵
内
議
員
と
上
野
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
初
日
は
「
パ
ソ
ナ

農
援
隊
」
と
い
う
屋
内
で
農
産

物
を
作
っ
て
い
る
会
社
の
状
況

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
渡
辺
孝
一
代
議
士

の
出
席
し
て
い
る
「
原
子
力
問

題
調
査
特
別
委
員
会
」
を
傍
聴

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
厚
生
労
働
省
に
行

き
、「
医
師
確
保
と
地
域
包
括

ケ
ア
」
に
つ
い
て
原
厚
生
労
働

審
議
官
と
意
見
交
換
を
し
ま
し

た
。
参
加
議
員
か
ら
は
「
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
対
策
」「
福
祉

従
事
者
不
足
」
な
ど
に
つ
い
て

政
府
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
農
林
水
産
省
に
出

向
き
、「
農
業
農
村
整
備
事
業

の
予
算
確
保
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

交
渉
」
な
ど
に
つ
い
て
要
望
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
議
員
か
ら
は
国
営
事
業
な
ど

で
資
材
費
の
高
騰
や
消
費
税
上

昇
に
よ
る
受
益
者
負
担
の
増
加

を
軽
減
す
る
よ
う
に
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

中

央

要

望

８
月
６
日
〜
８
日

　

８
月
４
日
未
明
か
ら
の
大
雨

は
沼
田
町
に
も
多
く
の
傷
跡
を

の
こ
し
ま
し
た
。
議
会
で
は
そ

の
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る

た
め
、
議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　

全
町
で
75 

ha
の
農
地
が
冠
水

被
害
を
受
け
、
収
穫
間
近
の
そ

ば
や
水
稲
に
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
真
布
と
東

予
・
共
成
の
作
物
の
ダ
メ
ー
ジ

が
甚
大
で
し
た
。

収穫間近の真布地区。『川があばれた』

東予地区の被害は甚大

国会議事堂をバックに、1市4町の代表団

　

ま
た
、
議
長
会
と
し
て
の
要

望
書
を
北
海
道
10
区
選
出
の
渡

辺
・
稲
津
両
代
議
士
を
は
じ

め
、
８
人
の
国
会
議
員
に
提
出

し
て
き
ま
し
た
。

議
員
セ
ミ
ナ
ー

８
月
12
日
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議会広報 特別委員会 ★ 広報研修報告 ８月26日～８月27日

委 員 長　中村　保夫
副委員長　長原　　誠
委　　員　鵜野　範行

久保　元宏

全道・全国議会広報コンクールで
入賞した議会を視察

　

音
更
町
出
身
の
著
述
家
、
故

草
森
紳
一
の
３
万
冊
に
も
及
ぶ

蔵
書
が
旧
東
中
音
更
小
学
校
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

同
短
大
に
草
森
紳
一
記
念
資

料
室
と
し
て
蔵
書
の
一
部
２
千

冊
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
村

上
議
会
事
務
局
長
も
同
行
し
て

頂
き
、
帯
広
大
谷
短
期
大
学
田

中
学
長
の
こ
の
蔵
書
を
受
け
入

れ
た
経
緯
の
説
明
を
伺
い
な
が

ら
記
念
資
料
室
の
視
察
を
し
て

き
ま
し
た
。

　

芽
室
町
は
、
人
口
１
万
９
、
2
4
7
人
、
議

員
数
16
人
の
町
議
会
で
、
特
徴
と
し
て
、
議
会

広
報
は
議
会
運
営
委
員
会
が
編
集
発
行
し
て
い

る
こ
と
で
し
た
。
研
修
で
は
、
広
瀬
議
長
、
小

椋
議
員
運
営
委
員
長
、
高
橋
副
委
員
長
の
出
席

を
頂
き
、
芽
室
町
議
会
の
先
進
的
な
取
組
の
説

明
を
う
け
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
定
例
会
４
回
と
、
ま
め
通

信
と
し
て
８
回
の
通
年
発
行
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
開
か
れ
た
議
会
を
基
本
に
、

議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
公
開
、
議
会
報

告
、
町
民
意
見
交
換
会
、
有
識
者
に
よ
る
議
会

モ
ニ
タ
ー
な
ど
「
分
り
や
す
い
議
会
、
開
か
れ

た
議
会
、
行
動
す
る
議
会
」
を
目
指
し
て
い
る

議
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　

音
更
町
は
、
人
口
４
万
５
、
3
9
7
人
、
議

員
数
22
人
の
町
議
会
で
、
広
報
特
別
委
員
会
は

７
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
榎

本
広
報
副
委
員
長
、
村
上
事
務
局
長
、
津
村
議

事
係
長
の
出
席
を
頂
き
、
議
会
広
報
の
取
組
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
議

員
、
広
報
委
員
、
事
務
局
の
役
割
を
分
担
し
、

読
み
や
す
い
、
わ
か
り
や
す
い
、
親
し
み
や
す

い
紙
面
構
成
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

音
更
町
議
会
の
特
徴
と
し
て
、
議
会
の
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
議
会
運
営
委
員
会
で
の
協
議

を
経
て
、傍
聴
者
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、

定
例
会
の
際
に
「
議
場
で
ひ
と
こ
と
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
定
例
会
の
中
で
休
憩
を
取
り
、

１
人
３
分
で
自
由
に
発
言
す
る
機
会
が
あ
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で

公
開
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

帯
広
大
谷
短
期
大
学

草
森
紳
一
蔵
書
視
察

芽
室
町
議
会 

８
月
26
日

音更町議会　 ８月27日

私達の視察もネット中継されました

榎本広報副委員長の説明を受ける
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ゴミの減量化

「予約制バス」の利用

総務民教 常任委員会 ★ 視察

産建福祉 常任委員会 ★ 視察

町
民
も
ゴ
ミ
減
量
の
工
夫
を

　

市
販
さ
れ
て
い
る
商
品
の
ほ
ぼ
す

べ
て
に
は
「
ゴ
ミ
の
分
別
の
方
法
」

が
書
か
れ
て
い
ま
す
し
、「
分
別
し

や
す
く
加
工
」
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
も
う
メ
ー
カ
ー
は
準
備
が

で
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
対

し
て
、
ゴ
ミ
の
分
別
の
種
類
や
方
法

は
市
町
村
に
よ
っ
て
バ
ラ
バ
ラ
で
す
。

　

資
源
が
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ゴ
ミ
を
捨
て
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
ゴ
ミ
を
出
す
町
民

の
「
分
別
の
モ
ラ
ル
」
と
「
減
量
化

の
工
夫
」
が
、
経
費
の
削
減
に
結
び

付
き
ま
す
。

　

分
別
や
減
量
が
楽
し
く
な
る
方
法

も
議
論
し
て
み
ま
し
た
。

　

今
年
度
中
に
、
こ
の
調
査
の
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

前回の町長と議員の選挙の争点の一つに「ゴミの収集方法」がありました。選挙後にゴミ収集は再
開されました。その行政サービスである収集に出すゴミを、町民が減らす方法を調査しています。

■
沼
田
町 

資
源
ご
み
セ
ン
タ
ー 

8
月
29
日

収集業者の声
　町民のゴミ分別の意
識は年々、高まってき
ています。
　高まるほどに、分別
の方法が分からないゴ
ミがでてきます。たと
えば「使い捨てライ
ターは、どの分別です
か？」とか。そんな時
は、私や役場に問い合
わせてください。
　また、『ゴミの分別
辞典』を作り、すべて
の家庭に配布するのは
いかがでしょうか。平
成 14年から作ってい
ないので、そろそろ新
しく作りましょう。

収集業者の声
　出勤すると、
小屋の前にゴミ
が置いてあるこ
とがあります。
時間外にゴミを
置くことは、不
法投棄です。

■
厚
真
町 

6
月
26
日

　

以
前
は
民
間
バ
ス
が
運
行
し

て
い
た
が
、
人
口
の
減
少 

に

よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
そ
こ
で
行

政
に
よ
る
「
定
期
循
環
バ
ス
」

を
運
行
し
た
が
、
現
在
は
「
デ

マ
ン
ド
運
行
」
に
し
て
い
る
。

利
用
客
の
目
的

　
「
医
療
機
関
へ
の
受
診
」、「
買

い
物
」
に
利
用
が
多
い
。

利
用
を
促
進
す
る
活
動

１
．
行
政
と
商
工
会
と
の
連
携

に
よ
り
、「
買
い
物
を
し
た
客

を
対
象
に
バ
ス
を
無
料
で
利
用

で
き
る
制
度
」
の
導
入
。

２
．
バ
ス
の
待
ち
時
間
を
楽
し

く
過
ご
せ
る
方
法
。例
え
ば
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
」
の
実

施
。

１
．
低
料

金
な
の
で
、

収
支
の
改

善
が
必
要
。

２
．
日
曜

日
は
運
行

し
な
い
た

め
、
公
共

課
題

を
運
行
し
た
が
、
現
在
は
「
デ

　
「
医
療
機
関
へ
の
受
診
」、「
買

１
．
行
政
と
商
工
会
と
の
連
携

に
よ
り
、「
買
い
物
を
し
た
客

を
対
象
に
バ
ス
を
無
料
で
利
用

で
き
る
制
度
」
の
導
入
。

２
．
バ
ス
の
待
ち
時
間
を
楽
し

く
過
ご
せ
る
方
法
。例
え
ば
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
」
の
実

施
。

１金
な
の
で
、

収
支
の
改

善
が
必
要
。

２日
は
運
行

し
な
い
た

め
、
公
共

高齢化により、郊外から市街への交通の確保が課題です。しかし平成25年から行っ
ている「予約制バス」の利用者は伸び悩んでいます。運営方法を調査しています。

交
通
が
ま
っ
た
く
無
く
な
る
。

■
長
沼
町 

６
月
26
日

　

夕
張
鉄
道
の
廃
線
に
よ
り
、

民
間
バ
ス
が
運
行
し
て
い
た
が
、

利
用
減
少
に
よ
り
間
引
き
さ
れ
、

自
家
用
車
が
中
心
と
な
っ
て
い

た
。

　

高
齢
化
に
よ
る
交
通
弱
者
の

増
加
に
よ
り
平
成
24
年
度
よ
り

デ
マ
ン
ド
・
バ
ス
を
本
格
運
行
。

利
用
者
が
多
い
層

　

子
ど
も
、
高
齢
者
、

通
勤
者
。

登
録
制

　

会
員
登
録
制
は
、
し

て
い
な
い
。
観
光
客
を

含
む
、
誰
で
も
が
利
用

で
き
る
。 　予約が必要な『タクシ

ー』みたいな『バス』の
ことです。

デマンド・
バスとは

デマンドバス『めぐるくん』
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
４
年
10
月
23
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　早いもので、すずらんの会が発足して７年が経ちました。私た
ちは、就業支援センターに入所している寮生たちの母親役として、

「手作りで温かい家庭料理を
味わってもらいたい」という
願いから、毎月１回の『お食
事会』で腕を振るい、寮生と
交流しながら楽しいひと時を
過ごしています。

　初めは、寮生たちにどう接すれば良いのか、何と言葉をかけて
良いのか、お互いが緊張し戸惑いました。でも、今では、みなさ
んすっかり上手になり、大きな笑い声や語り合いなど家庭的な雰
囲気を作りながら、良い時には褒め、悪い時には注意もできるよ
うになり、しっかりとお母さん役を務めています。
　寮生たちは、何を作っても「おいしい、おいしい」と喜び、毎回、
残すこともなくすべてを食べてくれますので、その姿がとても愛
らしくも感じています。
　寮生たちが就業支援センターを巣立つ『退所式』では、どの寮
生たちも今までに見たことのない笑顔で「沼田町の人たちは、み
んなやさしい」「お世話になった沼田町の、みなさんのことは忘れ
ません」と感謝の言葉を残してくれます。
　親元に帰る子、就職する子、それぞれですが、「何ごとにも負
けずに立派な社会人になっ
てほしい」、「夢に向かって
真っすぐ歩み、必ず幸せに
なってほしい」と心底願う
私たち、すずらんの会です。

沼田すずらんの会　会長 藤 村 富 子

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫

　長
原

　誠

鵜
野
範
之

　久
保
元
宏

　

年
末
恒
例
の『
流
行
語
大
賞
』

が
気
に
な
る
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
議
会
に
は
流
行
語
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
議
員
ご
と
に
口
ぐ

せ
は
あ
る
よ
う
で
す
。
た
と
え

ば
、「
そ
れ
ぞ
れ
」「
ま
っ
た
く
だ
」

「
が
く
っ
」
な
ど
な
ど
。

　

一
方
こ
こ
数
年
、
一
気
に
日

本
人
の
誰
も
が
つ
い
使
っ
て
し

ま
う
言
葉
が
あ
る
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
冠
婚

葬
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ヒ
ー

ロ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
グ
ル

メ
・
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
本
当
に
」
で
す
。

「
本
当
に
悲
し
い
」「
本
当
に

す
ご
い
」「
本
当
に
お
い
し
い
」。

　

流
行
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま

す
。
使
う
と
便
利
で
、
楽
だ
か

ら
で
す
。
し
か
し
実
は
「
本
当

に
」
は
何
も
説
明
し
て
い
な
い

の
で
、
使
い
す
ぎ
る
と
、
も
の

ご
と
を
論
理
的
に
考
え
る
習
慣

を
無
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
わ

れ
わ
れ
議
員
は
、
あ
え
て
「
本

当
に
」
を
使
わ
ず
に
論
理
的
な

言
葉
を
産
む
必
要
が
あ
る
と
、

「
本
当
に
」
思
う
の
で
す
。

あ
と
が
き

就業支援センターの
お母さん役として

　

沼
田
町
議
会
議
員
を
引
退
さ

れ
た
方
々
で
作
る
『
沼
田
町
退

任
議
員
親
睦
会
』
の
総
会
が
10

月
10
日
に
、
ほ
ろ
し
ん
温
泉
ほ

た
る
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
、
わ

れ
わ
れ
現
役
の
議
員
も
毎
年
、

招
待
を
い
た
だ
き
、
先
輩
た
ち

の
熱
い
気
持
ち
や
、
温
か
い
お

言
葉
に
ふ
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

親
睦
会
の
会
長
で
あ
る
吉
田

好
宏
・
前
議
長
（
82
歳
）
は
「
私

は
９
月
の
定
例
議
会
を
傍
聴
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
沼
田

町
の
ほ
と
ん
ど
の
議
員
は
一
般

質
問
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

ど
れ
も
が
町
長
へ
の
建
設
的
な

提
案
を
基
礎
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
他
の
市
議
会
や
町
議
会

▲議会を傍聴された吉田・前
議長。（後部の中央）

よ
り
、
す
ば
ら
し
い
。
ま
た
、

議
会
の
広
報『
み
ん
な
の
議
会
』も
、

大
き
な
賞
を
い
た
だ
く
だ
け
あ
っ

て
、
読
み
や
す
い
し
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
も
あ
り
ま
す
。
沼
田
町
民

の
た
め
に
、
引
き
続
き
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
、
ス
ピ
ー

チ
を
さ
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ

議
員
に
と
っ
て
は
、
大
先
輩
が

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
こ

と
は
、
緊
張
も
い
た
し
ま
す
が
、

と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

　

参
加
さ
れ
た
中
で
最
高
齢
の

坂
本
弘
行
・
元
議
長（
85
歳
）も
、

と
て
も
お
元
気
で
、「
町
民
の
声

に
耳
を
か
た
む
け
、
行
動
し
て

ほ
し
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▲寮生たちが、沼田町で買い物の体験。

▲寮生たちと、すずらんの会の
『お食事会』。

沼
田
町 

退
任
議
員 

親
睦
会

10
月
10
日

議
員
よ
、

行
動
せ
よ
！


